
より自然に近い土砂動態に向けての排砂方法の工夫について
～宇奈月ダムから河口までの土砂動態がより自然に近い形で実現できることを目指して～

１．黒部川水系の治水協定締結について
２．流下能力確保のための樹木伐採・河道掘削及び自然環境に配慮した河川整備の推進
３．海岸侵食抑制のための試験養浜の実施及び異分野連携による藻場保全の試験施工

・宇奈月ダム先行操作の試行（再掲）

・洪水時のダムの事前放流の検討

・流下能力確保のための河道掘削及び海岸侵食抑制のための養浜の検討

・河道掘削・養浜と相まっての樹木管理や生物の生息環境保全策の検討

実施メニュー

今回提示する検討結果等
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【実施内容】 資料－３－①



○ ５月２９日（金）に治水協定を締結済み

○ 黒部川水系では、水害対策のために使える容量の割合がそれまでの７．３％から、締結後に５８．８％へと向上

黒部川水系既存ダムの洪水調節機能強化
【関係機関】
〇河川管理者
・国土交通省北陸地方整備局黒部河川事務所
・富山県土木部

〇ダム管理者
・関西電力株式会社水力事業本部
・北陸電力株式会社水力部

○水害対策に使える容量（６ダム）

締結前７．３％ 締結後５８．８％
（約７，９００万ｍ３の増加） ※容量としては、東京ドーム６４個分に相当

〇ダム参画利水者
・富山県企業局

※●：多目的ダム、○：利水ダム

※宇奈月ダムは事前放流時、排砂ゲートは使用しない。

黒部川水系の治水協定締結について（洪水時のダムの事前放流）
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※宇奈月ダムの事前放流の際、排砂ゲートの開放は行わない。



黒部ダムにおける独自の治水協力の取組（昭和45年～）

昭和４５(1970)年
より常時満水位を
５ｍ下げる運用開始

○黒部川の既往最大洪水である昭和４４(1969) 年８月の洪水では、黒部ダムは昭和３８(1963)年の竣工以来
初めて洪水吐から放流した。（最大放流量は1,317m3/s ）

○昭和４５(1970) 年、黒部ダムでは、発電ダムでありながら出水期に水位（常時満水位）を５ｍ下げる運用を
開始。現在の利水ダムの治水協力にも通ずるこの取組を５０年前から実施している。

黒部ダムから放流する様子
（昭和４４年８月）

（出典）くろよん５０周年記念誌（関西電力（（株））

５０年後となる
令和２(2020)年

黒部川水系の既存
ダム群で治水協定

締結

洪水調節機能の強化

黒部ダム
（発電ダム）

宇奈月ダム
（多目的ダム）

流域面積(全体）
682km2

黒部ダム
上流

183km2

（27％）

宇奈月ダム
上流

（黒部ダム上流除き）

434km2

（64％）

なお、南北に長い黒部川流
域において、黒部ダムの
上流域は全体の約３割。

→下流の宇奈月ダム等の
既存ダム群と一体となった
洪水調節機能の強化必要
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黒部川におけるダム群による洪水調節機能の強化の必要性

「デジタル標高地形図「北陸」（国土地理院）
を加工して作成

宇奈月ダム

黒部ダム

昭和44年の水害では、
立山連峰等を水源とす
る複数河川が同時被災

北陸自動車道

国道８号

北陸新幹線

あいの風
とやま鉄道

出し平ダム

富山湾

○昭和４４(1969)年の水害では、黒部川を含む立山連峰・後立山連峰を水源とする複数河川が同時被災。

○これら複数河川では、流域・氾濫原に多くの住民・資産が存在し、重要な交通網が交差している。

○今後、黒部川で大規模水害が発生する場合は、複数河川での同時被災が想定されることから、ダム群での
事前放流による洪水調節機能の強化とともに、連携排砂によるダム機能の維持が引き続き必要。
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入善漁港

黒部市

市町村境界

墓ノ木自然公園

河道掘削
【R3.1月予定】

河道掘削
【R2.12月進捗30%】

樹木伐採【R2.9月末完了】
河道掘削【R2.12月末完了】

【河道掘削・伐採合計】
河道掘削：約75,000m3

樹木伐採：約79,100m2

やすらぎ水路
(五郎八）

五郎八やすらぎ水路土砂撤去
及び遡上路補修【R2.10月完了】

河道整備
（ヤナ場への流量調整水路補修）
【R2.9月完了】

土砂撤去（ヤナ場への湧水導水）
【R2.9月完了】

荻生・浦山やすらぎ水路堆積土砂撤去
【R3.2月予定】

・令和２年度も、樹木伐採及び河道掘削を実施→漁への影響を考慮し、河道掘削時期を調整。

・10/5 魚にやさしい川づくり検討委員会→内水面漁協の意見を聴取し、魚の退避・遡上場所の確保等の整備を実施

樹木伐採【R2.8月末完了】

やすらぎ水路
(村椿）

河道整備（魚の退避場所補修）
【R2.6月完了】
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凡 例
掘削のみ
伐採のみ
伐採と掘削



• 令和２年度の流木処分量は約４００ｔ（R2.12末時点）実施している。
• また、宇奈月ダムで集積した流木のうち一部は、富山県立大学を介して学校関係に創作用素材として提供している。
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入善町

黒部市

宇奈月ダム：流木の集積状況宇奈月ダム：創作用素材

黒部川：集積状況

黒部川での流木処分量
約２９０ｔ※

宇奈月ダムでの流木処分量
約５４ｔ

入善海岸での流木処分量
約５４ｔ

※黒部川では流木の無償配布を行う関係上、流木を通常浸水しない箇所に仮置きする。このため、令和２年度に処分
した流木の多くは昨年度集積したものであり今年度も例年と同規模の流木を集積している。



黒部川（本川）→黒部川（本川）→

やすらぎ水路（魚の退避・遡上場所）と本
川との間に洲がつき、魚が遡上しにくい

内水面漁協と
現地確認

内水面漁協の指導の下、魚が遡上し
やすい勾配で洲を掘削

河道内水路（湧水があるが土砂堆積や
草が繁茂）

水路を掘削し、湧水・魚の退避・遡上場
所を保全

魚にやさしい川づくり検討委員会の開催
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自然環境に配慮した河川整備を進めるため、「魚にやさしい川づくり検討委員会」を令和2年10月5日に実施。
現地検討会では、委員である黒部川内水面漁協、学識経験者、黒部河川事務所とで黒部川本川からやすらぎ水路
へのアクセス部や河道内水路の湧水箇所の状況などを確認し、意見交換を行った。
また、今年度のサクラマスの採捕状況や環境調査、保全対策についても意見交換会を行った。

意見交換会の状況

現地検討会の状況

内水面漁協と
現地確認
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「砂浜（礫浜含む）」は、海岸侵食の防止に加え、越波の軽減や吸い出しによる海岸堤防・護岸の空洞化を防ぐ効果
がある。
治水上の目的（洪水を安全に流す）で実施した河道掘削の発生土砂を用いて、海岸保全上、効果的な養浜方法を
検討するため、試験養浜を令和２年１１月より実施。

○砂浜の防護効果 ○試験養浜

砂浜が無くなると堤防・護岸
前面で吸い出しによる空洞化
の危険性が高まる

・試験養浜を実施し、モニタリングを通じて、養浜に適した粒径
分布、方法等について検討を深めていく

・海岸侵食抑制のための試験養浜の実施について

：粒径 20mm～100mm

：粒径 100mm以上

黒部川河道掘削土砂から粒度調整した養浜材



◆背景 ○海岸工事用ブロックは高波対策として防災効果を発揮。また、魚類の隠れ場や海藻の着生場所としての副次的効果。

○藻場は、幼魚の生息環境となることや、海藻自体に地域の貴重な水産資源としての価値。

◆目的 ○海岸環境保全として藻場保全（黒部河川事務所）と水産資源の創出（県水産研究所）【試験施工】

◆内容 ○アミノ酸が溶出するプレート（新技術）と、商品価値のある海藻（クロモ、アカモク）の種糸をブロックに設置。

○アミノ酸混和コンクリート製プレート

○種糸を付けたロープを海中に設置

○アミノ酸混和コンクリート製
プレートを取り付けたブロッ
クを海中に据付

○試験施工のイメージ

試験施工の様子 藻類の生長促進
海岸環境の保全
水産資源の創出

○アミノ酸の一種「アルギニン」を混和したコンクリート
○藻類の生長促進に効果

○海藻の種糸をブロックに設置する様子

長25cm×幅12cm×高さ8cm

↑
朝日町東草野地先
（人工リーフ）

入善町下飯野地先
（副離岸堤）

↓

○実施場所
○印

沖側 陸側

沖側 陸側

設置水深：約２ｍ

設置水深：約３ｍ

・プレート：64個
・種糸ロープ：8本

・プレート：40個
・種糸ロープ：6本

アカモク

ロープに種糸を取り付け

○10月21日種糸ロープの準備状況

クロモ

←種糸

異分野連携による藻場保全の試験施工 ～新技術を活用し、海岸環境の保全や水産資源の創出効果を期待～
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